名古屋大:組み換え植物漏出　実験の土捨てた後、繁殖
毎日新聞　2015年05月23日　東京朝刊
　名古屋大（名 古屋市千種区）は２２日、遺伝子を組み換えたアブラナ科の植物「シロイヌナズナ」が大学敷地内に生えているのが見つかったと発表した。学内の研究グループ が実験後に捨てた種などの滅菌処理が不十分だったとみられ、名大は遺伝子組み換え生物の拡散防止義務などを定めた「カルタヘナ法」に抵触する可能性がある とみている。文部科学省によると、研究機関が実験で使った遺伝子組み換え植物が施設外に漏出したのは初めて。
　名大によると、今月６〜１３日に構内の土置き場など５カ所で、シロイヌナズナ計約３１００株が見つかり、サンプルとして採取した５９７株のうち３３２株が遺伝子を組み換えたものと判明した。
　シロイヌナズナを使って実験し、種などが交じった土を土置き場に捨てたのは、大学院理学研究科と遺伝子実験施設の八つの研究グループ。
　実験後は滅菌装置で高圧・高温処理をするが、装置の不具合や処理の仕方に問題があったとみられるほか、未処理のものを間違って捨てた可能性もあるという。名大は、５カ所の土を撤去して除草剤をまくなど拡散防止を進める。【清藤天】
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[bookmark: _GoBack]　◇カルタヘナ法
　生物多様性条約に基づき、遺伝子組み換え生物が生態系に悪影響を及ぼさないよう定めた国際ルール「カルタヘナ議定書」の国内法。２００４年に施行された。違反すれば罰則が適用される場合もある。
http://mainichi.jp/shimen/news/20150523ddm041040097000c.html
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